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概要 

X-MON3.0.5のアップデートにより、以下の機能が追加されました。 

 

 エスカレーション機能の追加 

 IPv6での監視を追加 

 一部の監視がグラフ表示に対応 

 Linuxサーバ、Windowsサーバ、ネットワーク機器用の監視パッケージを追加 

 

X-MON3.0.5のアップデートにより、以下の機能が変更されました。 

 

 イベントハンドラよりエスカレーション機能への移行 

 エスカレーション機能追加に伴い、一部削除制限の追加 

 Nagiosデーモンのバージョンアップに対応 

 VMware CPU監視のグラフ描画時に小数点以下の値も表示するよう変更 

 警告灯管理をオペレータ権限で使用可能(承認機能が追加されました) 

 障害の再通知を行わない設定が可能 

 分指定で通知及びエスカレーションを遅らせる時間を設定できるように変更 

 バックアップ管理にバージョン番号の表示 

 ユーザ IDの最大設定文字数を 64文字に拡大 

 設定項目の入力値の範囲を変更 

 TRAP受信時に制御記号を除去するよう変更 

 通常点灯時の点灯条件を変更 

 整数値の監視を行っている SNMP監視で文字列を検出時のステータスを変更 

 設定一括変更のチェックコマンドをより細かく指定できるように変更 

 監視チェック前のホスト・サービスに次回チェック予定時刻を表示 

 通知履歴でメール通知とコマンド実行の履歴の絞り込み機能を追加 

 高度な設定の監視プラグイン設定の引数の入力欄を拡大 

 

次のページより主な追加機能及び変更点をご紹介致します。 
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新機能 

エスカレーション機能 

X-MON3.0.5より、エスカレーション機能を追加しました。 

エスカレーション機能の実装に伴い、以下の柔軟な対応を行うことが可能になります。 

 

 指定された実行タイミングに対し、別ユーザ、ユーザグループへ障害のエスカレー

ション通知 

 障害発生より指定された実行タイミングにエスカレーションコマンドを実行 
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ホスト、サービス、監視パッケージサービスでエスカレーションの設定を行えます。 

エスカレーション設定を行う場合、一覧画面にエスカレーション設定ボタンが追加され

ています。 

サービスにエスカレーション設定を行う場合、  をクリックし、

設定画面へ遷移します。 

 

詳細な設定方法や挙動に関しては、X-MONサポートサイトより別紙「エスカレーショ

ン設定マニュアル」をご参照ください。 
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IPv6での監視を追加 

新たに IPv6での監視を追加いたしました。 

IPv6監視が追加された監視プラグインは以下になります。 

 SNMP監視(v1,v2対応) 

SNMP任意 OID監視 

SNMP任意 OID正規表現監視 

 

 SNMP監視(v3対応) 

SNMP任意 OID監視(認証) 

SNMP任意 OID監視(認証暗号化) 

SNMP任意 OID正規表現監視(認証) 

SNMP任意 OID正規表現監視(認証暗号化) 

 

一部の監視がグラフ表示に対応 

以下の監視が新たにグラフを生成できる監視になります。 

 

 NRPE経由でのメールキュー監視 

 NRPE経由での HTTPS監視 
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Linuxサーバ、Windows サーバ、ネットワーク機器の監視パッケージを追加 

よく監視される Linuxサーバ、Windowsサーバ、ネットワーク機器用のサービスを監

視パッケージとしてご用意致しました。 

ホスト登録後に適用することで、各種ホストに合った基本的な監視をまとめて登録する

ことができます。 

 

項目名 内容 

Cisco2960-24トラフィック

監視  

Cisco2960-24に対応したトラフィック監視と PING監視のサー

ビスをホストに登録します。 

Cisco2960-48トラフィック

監視  

Cisco2960-48に対応したトラフィック監視と PING監視のサー

ビスをホストに登録します。 

Linux 標準監視  Linuxの標準監視サービスをホストに追加します。 

Linux メールサーバ監視  Linuxの標準監視サービスとメール監視サービスをホストに追

加します。 

Linux MySQLサーバ監視  Linuxの標準監視サービスと MySQL監視サービスをホストに

追加します。 

Linux PostgreSQLサーバ

監視  

Linuxの標準監視サービスと PostgreSQL監視サービスをホ

ストに追加します。 

Linux Webサーバ監視  LinuxのWebサーバ監視サービスをホストに追加します。 

Windows標準監視  Windowsの標準監視と PING監視サービスをホストに追加し

ます。 

Windows AD サーバ監視  Windowsの Active Directory に対応した標準監視サービス

をホストに追加します。 

Windows DNSサーバ監視  Windowsの DNSサーバ監視と PING監視のサービスをホス

トに追加します。 

Windows メールサーバ監

視  

Windowsのメールサーバ監視と PING監視のサービスをホス

トに追加します。 

Windows Microsoft SQL 

Server監視  

WindowsのMicrosoft SQL Server監視と PING監視のサ

ービスをホストに追加します。 

Windows Webサーバ監視 WindowsのWebサーバ監視サービスをホストに追加します。 
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変更内容 

イベントハンドラよりエスカレーション機能への移行 

 

 

X-MON3.0.5より TRAP送信、警告灯の点灯はエスカレーション設定にて行います。 

ホストやサービス、監視パッケージサービス設定の「イベントハンドラ」項目に TRAP

送信、または警告灯の点灯が設定されている場合、アップデートを実施した際にエスカ

レーション設定へ自動移行されますのでご注意ください。 

 

注意 

アップデート後、通知先グループとイベントハンドラコマンドを設定しているホスト設

定・サービス設定につきましては、設定している再通知間隔より短い間隔で再通知メー

ルが送信されます。このような設定のホスト・サービスに関しましては、お手数ですが、

アップデート後に通知先グループの設定とエスカレーション設定を修正して頂きます

よう宜しくお願い致します。 
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《設定変更例》 

アップデート前に表 1のような設定を行っていたサービス設定はアップデート後、表 2

のようにイベントハンドラコマンドの設定が変更され、新たにサービスエスカレーショ

ン設定が追加されます。このとき、アップデート前には障害発生後 120分後に

X-MONusers宛に送信されていた再通知メールが、アップデート後には障害発生後 5

分後に送信されるようになります。 

アップデート前のように 120分後に X-MONusers宛に再通知メールを送信するには、

表 3のように設定を変更します。 

 

表 1.アップデート前設定 

設定項目 設定値 

サービス設定 

通知先グループ X-MONusers 

イベントハンドラコマンド TRAP送信 

再通知間隔(分) 120 

 

表 2.アップデート後設定 

設定項目 設定値 

サービス設定 

通知先グループ X-MONusers 

イベントハンドラコマンド 無し 

再通知間隔(分) 120 

サービスエスカレーション設定 

エスカレーション間隔(分) 5 

パネル 1 

実行内容 コマンドを実行「TRAP送信(サービス用)」 

実行タイミング 1回目から 1回実行する 

対象ステータス WARNING, CRITICAL, UNKNOWN, 復旧時 
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表 3.設定修正例 

設定項目 設定値 

サービス設定 

通知先グループ （無し） 

イベントハンドラコマンド 無し 

再通知間隔(分) 120 

サービスエスカレーション設定 

エスカレーション間隔(分) 120 

パネル 1 

実行内容 コマンドを実行「TRAP送信(サービス用)」 

実行タイミング 1回目から 1回実行する 

対象ステータス WARNING, CRITICAL, UNKNOWN, 復旧時 

パネル 2 

実行内容 メール通知を実行「X-MONusers」 

実行タイミング 1回目から実行する 

対象ステータス WARNING, CRITICAL, UNKNOWN, 復旧時 
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エスカレーション機能追加に伴い、一部削除制限の追加 

 

 

エスカレーション設定で使用された「ユーザ」「ユーザグループ」「警告灯管理 > 障

害時点灯設定」に関しては設定を外さない限り削除できませんのでご注意ください。 

 

Nagios デーモンのバージョンアップに対応 

X-MONで利用している Nagiosデーモンを最新版である Ver 3.4.1へアップデート致

しました。 

 

VMware CPU 監視のグラフ描画時に小数点以下の値も表示するよう変更 

X-MON3.0.4以前は整数値しか表示されませんでしたが、X-MON3.0.5より、VMware 

CPU監視のグラフ描画時に小数点以下の値も表示するよう変更しました。 
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警告灯管理をオペレータ権限で使用可能 

[作成 ][ 編集][ ×削除 ]ボタンが以下に追加されています。
・警告灯設定
・障害時点灯設定
・通常時点灯設定
・点灯パターン設定

 

 

X-MON3.0.5より警告灯管理に承認機能が追加になりました。 

承認機能が追加されたことによりオペレータ権限で閲覧、登録、編集、削除を行えるよ

うになりました。 

※ システム管理者、または運用責任者に承認されない限り反映はされません。 
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障害時点灯設定の n秒後の処理のデフォルトを変更 

障害時点灯設定の n秒後の処理のデフォルトを、復旧時は 3秒後に消灯消音、障害時

は 5秒後に消灯消音に変更しました。 
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障害の再通知を行わない設定が可能 

障害発生時

再通知間隔「0」を指定すると、障害発生時1度
メールを送信し、再通知を行いません。

障害発生時

再通知間隔「120」を指定すると、120分おきに
メール通知が行われます。

120分 120分 120分

 

 

X-MON3.0.4以前では必ず再通知が行われる仕様となっておりましたが、X-MON3.0.5

より再通知を行わない設定が可能となりました。 

設定方法としては、ホストやサービス設定画面の再通知間隔(分)に「0」を指定するこ

とで障害発生時にメール通知を行い、その後は再通知を行わなくなります。 

 

※ エスカレーション設定を行っている場合はエスカレーション間隔が優先されます

ので、エスカレーション設定内容に応じたエスカレーションと、それに伴い再通知

が実行されます。 
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分指定で通知及びエスカレーションを遅らせる時間を設定できるように変更 

ホスト・サービス詳細画面の「通知及びエスカレーションを遅らせる」コマンドで、

UNIXタイムではなく分指定で、障害を検出した時に次回通知を遅らせる時間を設定で

きるように変更しました。 

 

バックアップ管理にバージョン番号の表示 

 

 

取得したバックアップファイルのバージョンが表示されます。 

また、オンラインマニュアルに各機能がどのバックアップバージョンから含まれている

か記載しております。 

なお、X-MON3.0.5よりリストア処理を行った際に再起動が行われるようになりました。 
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ユーザ IDの最大設定文字数を 64文字に拡大 

 

 

管理者メニュー「ユーザ管理」ユーザ ID項目の入力制限が 16文字から 64文字へ変更

されました。 
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設定項目の入力値の範囲を変更 

管理者メニューの各管理の設定項目のうち、一部設定項目の入力値の範囲が変更されま

した。 

 

設定項目 変更後の範囲 

ホスト設定 

試行回数 1から 1576800まで 

監視間隔 0から 1576800まで 

再試行間隔(分) 0から 1576800まで 

再通知間隔(分) 0から 1576800まで 

初期通知の遅延時間(分) 0から 1576800まで 

フラッピング検出の低しきい値(％) 0から 100まで 

フラッピング検出の高しきい値(％) 0から 100まで 

フレッシュネスしきい値(秒) 0から 94608000まで 

サービス設定 

試行回数 1から 1576800まで 

監視間隔 0から 1576800まで 

再試行間隔(分) 1から 1576800まで 

再通知間隔(分) 0から 1576800まで 

初期通知の遅延時間(分) 0から 1576800まで 

フラッピング検出の低しきい値(％) 0から 100まで 

フラッピング検出の高しきい値(％) 0から 100まで 

フレッシュネスしきい値(秒) 0から 94608000まで 
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TRAP受信時に制御記号を除去するよう変更 

以下の制御記号がメッセージで送られてきた場合、改行等を行わないように回避しまし

た。 

 

16進 文字 

0x09 HT(水平タブ) 

0x0A LF(改行) 

0x0B VT(垂直タブ) 

0x0C FF(改ページ) 

0x0D CR(復帰) 
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通常点灯時の点灯条件の変更 

X-MON3.0.5より認知済みやダウンタイム中などの状態は点灯すべき障害と判断しな

いよう変更致しました。 

例と致しましては、下図のように UNKNOWNのサービスが「1」である場合に対象の

サービスを認知済み又はダウンタイムに設定すると UNKNOWNであるサービスは無

いという判定になります。 

そのため、全ての障害を認知済み又はダウンタイムに設定した場合に何も障害が行って

いない場合の通常時点灯を行います。 

 

DOWN UNREACHABLE CRITICAL WARNING UNKNOWN

4 0 3 0 1

UNKNOWNサービスをダウンタイム、または認知済に設定すると
以下の点灯パターンで点灯します。

DOWN UNREACHABLE CRITICAL WARNING UNKNOWN

○ × ○ × ×
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整数値の監視を行っている SNMP監視で文字列を検出時のステータスを変更 

 

 

整数値の監視を行っている SNMP監視で文字列を検出した場合「OK」を返していまし

たが、「UNKNOWN」を返すように変更致しました。 

 

※ SNMP任意 OID監視、SNMP任意 OID正規表現監視は文字検出を行う為、

「UNKNOWN」にはなりません。 

 

  



22 

 

設定一括変更のチェックコマンドをより細かく指定できるように変更 

 

 

管理者メニュー「設定一括変更」のチェックコマンドの引数をより細かく指定できるよ

うに変更致しました。 

上記赤枠「サービス監視用コマンド」にチェックが入っている場合、対象サービスのコ

マンド、及び引数を全て変更します。 

上記青枠「引数」部分にのみチェックをいれた場合、同一「サービス監視用コマンド」

を使用している対象サービスのみ指定された引数部分の変更を行います。 
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監視チェック前のホスト・サービスに次回チェック予定時刻を表示 

監視メニュー「ホスト一覧表示」、「サービス一覧表示」に表示されるチェック前のア

クティブチェックのホスト・サービスのステータス情報欄に、次回チェック予定時刻を

表示すように変更しました。ただし、オンデマンドチェックや、パッシブチェックを行

なっている場合は、今まで通り「スケジュールが行われていません」と表示されます。 
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通知履歴でメール通知とコマンド実行の履歴の絞り込み機能を追加 

監視メニュー「通知履歴」「ホスト情報」「サービス情報」の通知履歴で、メール通知

と TRAP送信、警告灯点灯、ユーザコマンド実行の履歴を絞り込んで表示することが

できるように変更しました。 

 

 

 

「通知履歴」では、画面上部に表示されているセレクトボックスで表示したい通知を選

択し、更新ボタンを選択すると選択した通知のみ表示されます。 
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「ホスト情報」「サービス情報」の通知タブでは、「全ての通知」、「メール通知」、

「コマンド実行」のタブが追加されています。表示させたい通知のタブを選択すると、

選択された通知が表示されます。 
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高度な設定の監視プラグイン設定の引数の入力欄を拡大 

管理メニュー「高度な設定」の「監視コマンド設定」の引数の入力欄を拡大しました。 

 

 

 

 

以上 


